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草木が芽吹く春３月がやってきました。年長の子ども達

は、卒園式 (16日 )、在園児は修了式 (22日 )に向けて着々

と準備を進めています。心身共に成長期にある子どもにと

っての１年は、大人とは比べものにならない程、密度の濃

い１年です。様々な遊びや行事を通して、自然や人と触れ

合い、多くの体験を積み重ねて日々成長してきました。

酷暑の中で、練習を積み重ねやり遂げた運動会。お家の

人に観てもらおうと、一生懸命練習に励み見事に演じきっ

た発表会。一つ一つの行事が子ども達の成長の大きな節目

になっていることを実感します。

１年のまとめと次年度に向けての大切な準備期間となる

３月を、私達職員も、子どもと手を携えて歩み、共に成長

していきたいと願っています。ご支援・ご協力のほど、よ

ろしくお願いいたします。

サケの放流へ ！
１月５日に「入園」したサケの卵も翌日に

は孵化を始め、２月初旬にお腹の袋（さいの

う）も無くなり、身軽になって水槽の中を元気に泳ぎ回ってい

ます。毎朝、子ども達が水槽をのぞいては、「おなかの袋がなく

なってる！」「えさをあげなあかん！」「えさ、あげてもいい？」

と言ってきます。卵から稚魚になって元気に泳ぎ回る姿は、生

命誕生の不思議と命の尊さを実感させてくれます。

今月に年長の子ども達が、「池

内川に帰って来いよ！」との願い

を込めて、池内川に放流します。

年長の子ども達が卒園するのと時

を同じくして、サケの赤ちゃんも

大海へと旅立って行きます。

元気にたくましく育て！

２月４日（月）に、恒例の節分豆まきをしました。各

クラスでは、鬼退治の準備も整い、豆や紙玉を用意して、

今か今かと鬼を待ち構えていました。そこへ恐い形相の

赤鬼と青鬼がやって来ました。子ども達の戦う意欲はど

こへやら！鬼を一目見るなり、「こわい！」「助けて！」

と泣き叫び、逃げ回っていました。助けを求めて先生の

後 に 隠 れ た り 、 こ わ ご わ と 豆 や

紙玉を投げつけたりする子もい

ました。子どもにとっては、貴

重な「恐怖の体験」となりまし

た。この強烈な体験が、時を経

て「楽しい思い出」に変わるこ

とを願っています。

「赤鬼さん」「青鬼さん」

また来年も来るかな・・・？

３月・４月の主な行事予定
3/1 (金 ) コロコロ広場（未就園児事業）

ＰＴＡ本部引き継ぎ

７ (木 ) ３月誕生会10:00

お 別れ会 (参 観なし )

１５ (金 ) 午前中保育

(卒園式準備）

１６ (土 ) 早朝あり 延長なし

１８ (月 ) 卒園式（年長のみ参加）

１９ (火 ) 年中以下通常保育・弁当持参

２０ (水 ) 早延長あり

２２ (金 ) 修了式 午前中保育

早延長あり

３１年度

4/6(土 ) 入園式

８ (月 ) 始業式

９ (火 ) 満３入園日
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憲
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児
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し
か
し
、
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が
あ
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も
の
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受
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た
心

の
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、
ト
ラ
ウ
マ
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心
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外
傷
）
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し
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、
そ
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来
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大
き
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し
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。
「
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言
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れ
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す
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子
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憾
な
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揮
し
て
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し
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き
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こ
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く
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。
合
わ
せ
て
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が
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れ
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築
い
て
い
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が
あ
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。

そ
の
た
め
に
、
本
園
と
し
て
も
保
護
者
や
地

域
の
皆
様
と
協
力
し
て
、
子
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を
取
り
巻
く

環
境
を
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も
よ
り
良
い
も
の
に
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た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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